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＊ 代表的・影響の大きいものに絞って整理します。（「すべて」ではなく、規模・被害・注目度の高いものを

選定） 

 

艍艌 2021 年 

 

 ディクシー火災（米国・カリフォルニア）  

o 州史上最大級の一つ  

 ギリシャ・エヴィア島火災  

o 地中海最大級の焼失  

 トルコ大規模森林火災  

o 観光地沿岸で甚大被害  

 シベリア森林火災（ロシア）  

o 北極圏近くで異常規模  

 

艍艌 2022 年 

 

 ニューメキシコ州火災（米国）  

o 米国史上最大級（誤った予防焼きが原因）  

 欧州熱波火災（スペイン・フランス・ポルトガル）  

o 記録的猛暑で広域発生  



 英国大規模火災（ロンドン近郊）  

o 史上最高気温で都市部にも延焼  

 

艍艌 2023 年（近年最大の年の一つ） 

 

 カナダ森林火災  

o 観測史上最大規模（世界的煙害）  

 マウイ島火災（ハワイ）  

o 約 100 人死亡（近年最大の人的被害）  

 ギリシャ火災（EU 最大級）  

 チリ南部火災  

 ※2023 年は世界各地で同時多発  

 

艍艌 2024 年（記録的な焼失） 

 

 南米（アマゾン・ボリビア・ブラジル）火災  

o 熱帯林で異常規模  

 チリ・バルパライソ火災  

o 100 人以上死亡規模  

 カナダ・北米森林火災  

o 高炭素排出の大規模火災  

 米国西部火災（アイダホ等）  

o 干ばつで拡大  



踰踱踲踳 2024 年は観測史上最大の焼失面積（約 1350 万 ha）  

 

艍艌 2025 年（継続的に深刻） 
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 ロサンゼルス火災（米国）  

o 大規模避難・都市近郊被害  

 ウクライナ森林火災  

o 戦闘による発火（特異例）  

 英国・欧州火災増加  

o 高温・乾燥で件数急増  

 カリフォルニア火災  

o 高額被害が継続  

 


